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1 は じ め に

レタスは岩手県の主力的野菜品目だが,連作の傾向がみ

られ,長期的輪作体系の確立が望まれている。

初夏どリレタス (6月 中～下旬収穫)に おいて,後作物

をマルチを張り替えずに継続 して作付できれば,土地の高

度利用,省力化など,高収益体系の一環として有効な技術

と考えられる。本報では,後作としての適品目を選定する

とともに,レ タス作付時 1回の施肥で 2作分を満たす施肥

条件について検討したのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)試験場所 。年次  岩手農試 。昭和62～63年

12)上壌条件  厚層腐植質多湿黒ボクt,高梨統

13)供試作物及び区の構成 (表 1, 2)

レタスの後作として供試した作物を表 1に示 した。前作

のレタス収穫後,後作用の施肥後,再びマルチ被覆 し播種

する区を比較 (標肥区)と した。マルチ再利用区の肥料の

種類.施肥量とも2水準とし,62年度には比較的多肥で栽

,

表 1 供試作物 播種期 栽植距離

培される後作物 (ハ クサイ,ス イー トコーン)の区で140

ロタイプLP肥料を用い,他は普通化成肥料を用いた。63

年度には, レタスの生育促進から,肥料の種類を普通化成

と普通化成+LP混合の 2水準とした。また1,P肥料の窒

素溶出期間が長引く傾向があり100ロ タイプに変更 した。

混合区では普通化成07カ/α (窒素成分)をベースとし
,

増肥割合に応してLP肥料を混合した (表 2)。

3試 験 結 果

(1)l1/Fロ レタス (表 3, 4, 5)

62年度では,球重,収量ともに普通化成増月巴区 (以下普

通区と略)が標肥区を上回り,LP増肥区 (以下LP区 と

略)は標肥区並で,普通区のみで増肥効果がみられた。収

穫時期的には普通150%区 ,普通120%区 ,LP150%区 ,

LP120%区 の順で早 く (表 4),LP区では普通区に比

べ生育.収IFJlが遅く,標肥区より遅れる傾向がみられた。

63年度には普通化成とLPを混合 (以下混合区と略)し て

検討したが,収穫期は標肥区並となった (表 5)。 標肥区

並の収量で,品質的にも問題なかった。一方,普通区では,

増肥とともに球重も増加 したが,普通170%区で障害球が

他区より多く,収穫率の低下から,収量は標肥区を下回っ

た。

(a ハクサィ (表 6)

各年次.各区とも安定 した収量水準を示 したが,いずれ

も標肥区の球重が他区を L回 った。 しかし標肥区では,前

後作合計でマルチ再利用区より多肥条件で,隣接株間の競

合から,株揃いが劣り,障害球も多く収穫率は低かったた

め,収量的には他区と大差無かった。LP単用では (62年

度)増肥水準による生育・収量差が認められず,普通化成

単用と混合 (63年 度)と の差異もはっきりしなかった。

13)ス イートコーン (表 7)

63年度では皮付重,収量ともに標llE区が最も多く,混合

区がこれに次ぎ,普通区に優る傾向を示 した。雌穂重の増

加割合でも標肥区が最も高く,混合区,普通区のり慣となっ

た。標肥区では追肥によって雌穂重の向上を図っているが ,

LP使用区では追肥的効果が示唆された。

表 2 区の構成

注1)L― レタス,H― ′ヽクサイ,S― スイートコーン E‐ エダマメ,A‐ 4ヽ 豆
″2)マルチ張り替え区スイートコーンのみ 051‐ (N成分 )追 祀
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年

次

項 目

試験区

球重 球重比
尋嘉 収量

(7)   磁 )  `0)(た 9/a)

収量比

∽

収穫

月 日)

62

普通
150%
120,多

519  108  - 356  103
503    105    -   358   104

618
18‐22

しP140
150%
120%

477   99   -  344  100
488  102  - 339   98

,18‐22

61&ヽ26

618‐26比 較 標 肥 - 345  100

6

普通
170%
150%

8 6  330

40  364
617

617
混合

比較

170%
150%

一
２５

９９

8 0  357

6 3  346

100    4 6  343    100

普通
150%
120%

２‐

１５

一

103     6 3  361    110

101   11 5  338    103
621

624/-24

621‐24
混合

150%
120%

比 較 翻 100   126  328 100

レタス施肥条件と収穫期別収穫割合
(62年度 ;4 8定植 )

施肥条件

普  通    150%
120%

LP(140)  150%
120%

比  較 (標肥 )

表 5 レタス施1巴条件と収穫期別収穫割合
(63年度 ;4 27定植 )

収 穫割 合 (劾

表 4

表 3 施肥条件とレタスの生育 収量 6)小豆 (表 9)

マルチ利用により生育が旺盛だったこと,晩播によって

登熟期間が高温に重ならず百粒重が向上したことから,高
い収量水準を得た。比較区が極めて多収を示したが,各区

とも普通栽培 (作況圃)を上回った。

表 7 施肥条件とスイートコーンの生育 収量
(63年度 )

表 9 施肥条件と小豆の生育収量(62年度 )

4  ま

初夏どリレタスあと,マ ルチを張り替えずに継続作付可

能な好適後作物と施肥条件について検討した。

(1)供試 4作物はいずれも収量 ,品質ともに普通栽培に

劣らず,後作物として適当と考えられた。

0)1作 ロレタスに対する施肥水準として,普通化成単

用では50%増肥が L限であり,LP肥料を使用する場合は

速効性llE料 との混用が必要と考えられた。

0)ハ クサイ,ス イートコーンを後作とする場合は普通

化成50%増 IIEが実用的と考えられた。LP肥料の効果はス

イートコーンで期待されたが,ハ クサィでは再検討が必要

であった。エダマメ,小豆が後作の場合,普通化成20%増

肥で実用性を認めた。

施肥条件 6 24

並日
　
混
　
比

通

合

較

150%
120%
150%
120%

(標肥 )

表6 施肥条件とハクサイの生育 収量

“

)エ ダマメ (表 8)

比較区に対して,稔実葵数,有効葵重 (1薬内 2粒以上

の葵重)ヽ ずヽれもマルチ再利用区がやや優った。この傾向

は増肥程度が高まるにつれて向上した。

戴夭
絹 糸
抽出期
(月 日)

澤長 ,務
付

易 8崎 峰 比

(7)   (′ )   (ワa) (核分

収穫

月 日)

普通
lm%
120%
150%
120%

8 25

825
8 25

8 25

”

”
２混合

174  371   421  151     97

17,  358   418  137    88

比較 標肥 8 25 183  378   438  156    100

注1)収量=L規格以上の収量

表 8 施肥条件とエダマメの生育 収量 (62年度 )
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